
令和７年度 千葉市立金沢小学校 学校経営方針 

<学校教育目標> 

 

 

 

 

 

 

<目指す学校像>             <目指す子供像>             <目指す教職員像> 

○指導・支援法の工夫・改善 

 ・わかる授業の推進 

 ・指導の個別化、学習の個性化 

 ・「ギガタブ × 体験」の推進 

 ・「個別最適な学び」と「協働的な

学び」の一体的な充実 

○ものづくりの推進 

○外国語教育の推進 

○キャリアパスポートの活用 

○特別支援教育の充実 

・校内支援体制の推進・充実 

・教育相談の充実 

・校内通級指導教室の充実 

〇人権教育の推進 

○道徳教育の充実 

○特別活動の充実 

○読書活動の充実 

○栽培・飼育活動の充実 

○体力向上に関する活動の推進 

 ・体育委員会による教え合い活動 

○安全に関する指導の推進 

・危険予知能力の育成 

・自己判断力の育成 

○健康に関する指導の推進 

○食に関する指導の推進 

 ・栄養士、給食委員会による学び 

合いの場 

 

 

 

 

 

 

 

新時代を切り拓く実践力のある 

健康で優しい心をもつ子供の育成 

 

やる気いっぱい・優しさいっぱい・元気いっぱい  

明るい笑顔いっぱいの楽しい学校 

・子供が主役で子供の個性が輝く 

・保護者、地域から信頼される 

・2030年の先を見つめる 

・思いやりのある優しい子 

・明るい笑顔の元気な子 

・やる気のあるたくましい子 

・子供を理解し、寄り添い支援する 

・子供、保護者・地域に信頼される 

・研修を重ね、感性・専門性を高める 

<やる気のあるたくましい子> 

・自分で考え、生き生きと活動する子 

・時間を意識し、次の行動に移れる子 

・主体的に学習に参加し、基礎学力を

身につける子 

・自分の考えを豊かに表現できる子 

<思いやりのある優しい子> 

・友達にも自分にも優しい子 

・友達と助け合い、ともに活動を楽し

む子 

・生き物、植物を大切にする子 

・時と場に応じた言動ができる子 

<明るい笑顔の元気な子> 

・明るい笑顔いっぱいの子 

・遊びや運動に進んで取り組む子 

・心と体の健康が保てる子 

・粘り強く継続できる子 

・安全を意識して生活できる子 

基本方針 

・ 明るく楽しい笑顔いっぱいの学校を目指す。  

・ 特別支援教育に強い学校を目指し、支援の個別化と協働的な学びの一体的な充実を図る。 

・ ＩＣＴを活用した学びの充実を千葉市の中心となって推進しながら、確かな学力の育成を目指す。 

・ 学校、家庭、地域、関係機関との連携を密にし、信頼に応え関係性を高めた学校づくりを推進する。 

・ ワークライフバランスの実現を目指し、早帰りの日を設定するとともに個人のマネジメント能力を高める。 

千葉市教育委員会 

 

第３次学校教育 

推進計画 

 

背景 

子供の実態 

保護者の期待 

地域の期待 


